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颯下障害について

哄下(えんげ)と は、食物等を呑み下し胃へ送り込む動作のことです。哄下の哄の字は日偏

にツバメと書きます。ツバメは益鳥(えきちょう :農作物や人畜に害をする虫などを捕食す

る鳥)と され古くから民家に巣を作ることを許されてきたので、親鳥が雛に餌を与え、雛が

餌を次々に呑み込む様子を近くで観察することができた為この字になつたという説があり

ます。英語でも「呑み込む=SwallowJと 書き、ツバメと同じスペルですが、語源はツバメ

とは関係ないそうです。

さて、人も哄下という動作を乳児の頃から行っています。ただし、乳児は呼吸しながら

乳を哄下できますが、大人になると哄下の瞬間は息を止めなくてはなりません。成長に連

れて咽頭部の構造が変化する為です。飲食物だけでなく唾液も噸下しているのですが、そ

の度に呼吸を止めているわけです。ですが呑み込む一瞬だけなので、ほとんどの人が毎日

無意識に「哄下」を行つています。この何気なく行つている哄下と言う動作は実はなかな

か複雑な動きをします。以下「哄下」の流れを簡単に説明します。

まずは日腔内です。口を開じ、舌の先端及び側辺を上顎の前方から後方へ押し付けなが

ら嬬動(ぜんどう)運動し、頬筋肉等と共に咽頭の方へ食物を促します。ここまでの口腔内の

動きは主に随意筋 (ずいいきん :自 分の意志で動かす筋肉)に よります。

次に咽頭から食道へ送り込むのですが、複雑な動きで簡単には説明ができません。しか

し、ここで注目すべきは喉には気管と食道が前後に並列して通つているということです。

そして、噛下の時だけ軟組織や軟骨が複雑に動いて、気管が塞がれ食道が開き、呑み込ま

れてきた物を食道へ通すという一連の動きを一瞬で行 うということです。この動きはとて

も重要です。しかも刺激による反射運動なので自分の意志では動かせません。

食道から胃へは、食道が嬬動運動して胃の方へ送り込んでいきます。これも不随意筋に

よるもので、自分の意志で自由に動かすことはできません。

加齢や病気等で口や咽頭部の筋肉が衰えたり不随になる等で、この一連の動き、つまり

「哄下J力 上`手く出来なくなることを「哄下障害」と言います。

通常なら一瞬で終わる哄下ですが、哄下障害になると時間がかかり、その間息を止めて

いなくてはなりません。その為、口に食べ物を入れてあげても、たとえ噛まなくて良い形

態の物でも「哄下Jすることだけで疲れてしまいます。その結果、食事の量が減少したり、

国の中の物をいつまでも呑まずに含んでいたり出してしまったりして、日から十分な栄養

を摂取することが困難になります。また、誤哄 (気管の方へ食物等が入つてしまうこと)

の恐れもあるので介助する側も大変です。多くの人が楽しみである「食べる事Jが双方で

ス トレスになってしまうのは悲しい事です。

では、この哄下障害は改善できるのでしょうか。次回でお話ししたいと思います。

(歯科衛生士 :池上)
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